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１．概要（Summary） 

奈良県の伝統的工芸品「奈良墨」は、2018 年に国の

伝統的工芸品指定を受けるなど（県内では、1975 年の

「高山茶筌」、1977 年の「奈良筆」に次ぐ 3 例目）、文化

的・技術的価値の面で高く評価されている。奈良墨は、伝

統的な各種工程を経て製造され、その中の一つ、「採煙」

工程は最終製品の品質を決定づける最も重要な工程とな

っている。一般的に、「採煙」工程では、植物性油を土器

に入れ、藺草製の灯芯に火をともして採取されるが、その

際の詳細な製造条件は専ら経験則に基づき編み出され

たものであり、科学的裏付けに欠くという側面がある。 

そもそも、火炎内での煤形成メカニズムについては十

分解明されていない部分も多く、研究も決して多くはない。

Xi et al.（2021）は、これまでの煤形成研究を総括し、火

炎上部に向かって煤が成長し、酸化が進行するといった

モデルを提示しているが、実測に基づく詳細なメカニズム

解明には至っていない。 

そこで、本課題申請では、伝統的な手法を考慮して作

製した各種煤試料に対して、SEM 観察を行い、煤形成メ

カニズムのモデル化に有用な知見取得を試みた。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

超高分解能電界放出形走査電子顕微鏡 

【実験方法】 

 火炎サイズや煤採取位置を種々の水準設定し、作製・

採取した各種煤試料について、SEM 像を取得し、外観

分析・比較を行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

取得された SEM像の一例を Fig. 1に示す。いずれの

煤試料についても、Fig. 1に例示するように明瞭な SEM

像が得られた。こうした SEM 像を通じた煤試料の外観分

析・比較により、煤形成メカニズムのモデル化に有用な新

たな知見を得つつある。ただし、包括的な説明を可能とす

る段階にまでは至っておらず、他の手法を含め、今後、更

なる追究を行っていく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1 SEM image of soot sample. 
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